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“カイコ遺伝子発現系を用いた生物機能の革新的利用”
教授　朴　龍洙（応用生物化学、ナノバイオ科学）

近年、遺伝子解析装置の性能が飛躍的に向上し、遺伝暗号（遺伝子）の
解析が手軽にできるようになりました。しかし、遺伝子は暗号に過ぎず、
その機能は未だ解明されていません。そこで、タンパク質生産工場と知ら
れているカイコを、様々な遺伝子の発現ツールとして用い、本来生物が�
持っている機能を最大限発揮する次の研究を行っています。
①　カイコを用いて各種抗原や微量で機能する機能性タンパク質を効率
的に発現する研究

②　ウイルスと同様な構造で遺伝物質を持たないウイルス様粒子を基盤
とするワクチン作製の研究

③　ウイルス様粒子を用いた感染症検出技術の開発
また、これらの研究をベースに、がん細胞の追跡やイメージング、さら
にはドラグデリバリーへと革新的応用を展開しており、医療以外にも農業、
化学工業など幅広い分野への応用が期待されます。カイコは欧米にはない
我が国が誇る生物資源です。シルクで人類の衣生活を豊かにし、我が国の
産業を支えたカイコは、生命産業の担い手として21世紀に再び日の目を見
て、「from Silk road to Bio-road」への道を開拓すると期待します。

カイコは、“天の下に虫（蚕）”と書きます。貴重なシルクを人類に与えた恵みの昆虫という意味でしょうか。
かつて、我が国は世界一の養蚕国であり、養蚕業が我が国の近代化の礎を築きましたが、世界大恐慌、世界大
戦、シルクのナイロンへの代替により、養蚕業は衰退し、カイコの地位は低下しました。
しかし、近年、カイコのタンパク質生産能力に注目が集まり、医薬分野で使われる遺伝子組換えタンパク質の
生産においてカイコは再び日の目を見ることになりました。
現在、我が国はカイコに関する研究分野において最先端を走っており、犬や猫のインターフェロンをカイコで
生産し、ペットの健康維持などに貢献しています。今後は、ヒトの感染症ワクチンや病気を治療するためのタン
パク質製造においても貢献していくことになるでしょう。
私もカイコを用いた最先端の研究を推進することにより、人類の福祉に貢献したいと考えています。
カイコがシルクロードの主役からバイオロードへの主役になることを切に期待しています。
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